
Q, 小学校進学へのプレッシャーを親子とも

強く感じるようになってきました。何かアド

バイスはありますか？（６歳 X太ママ） 

 

A.生活リズムを大切にし、共に準備をする

こと、何より叱咤よりも励ましを！ 

 X太ママさん、これは今までで一番多い質問

です。それだけ多くの方が心配されていること

なのだと思います。私自身は、親としての経験

も含めて、特別な準備をお金をかけてすること

は必要ないと思っています。 

何より大切なことは①朝型の生活リズムを定

着させることです。そのために夜は９時までに

は就寝し、朝はご飯とみそ汁、もしくはパンと

スープなど、エネルギー源となるものと温かい

ものを食べて身体を起こすことが大切です。 

②翌日の準備を親子でやってみるのも効果的

です。一緒に宿題をやってみたり、翌日の学校

の準備も一緒にやってみるのです。X太くんが

小学校生活に慣れるまで一緒にされることで親

子とも小学校生活のリズムや大切なことが分か

ってきます。 

③年長の子どもたちは大人が思っている以上

に小学校生活への不安をもっています。不安を

前にして叱られることが増えるとかえって萎縮

してしまいます。小学校は幼児園とは違った楽

しさがあることを伝え、励ましとハグなどのス

キンシップも大変有効です。園長：久保田愛策 

よ う じ え ん だ よ り  ２０２２年度１月号 

十日町幼児園 〒948-0083 十日町市本町西１丁目253番地 

Tel:025-752-2068  Fax:025-752-2189 

年間主題『つながって～今、わたしを生きる～』 

主題聖句：主がすべての災いを遠ざけて あなたを見守り あなたの魂を見守ってくだ

さるように。あなたの出で立つのも帰るのも 主が見守ってくださるように。

今も、そしてとこしえに。   旧約聖書 詩編１２１編７～８節 

１月主題『いっしょに』 

主題聖句：一緒に喜んでください。   ルカによる福音書 15章6節 

☆ ０歳児：神さまに守られていることを感じる。保育者や友だちと一緒にいることを

喜ぶ。自分でやってみようとすることが増え、いろいろなことを試してみる。（保育

者は）子どもの遊びを見直して環境を整える。 

☆ １～２歳児：みんなが神さまに守られ、愛されていることを知り、一緒に喜ぶ。友だち

と関わりながらごっこ遊びを楽しむ。外気にも触れながら、身体を動かす。（保育者は）

寒い中でも天候が良ければ戸外に出ていき、冬の自然を感じ楽しめるようにする。 

☆ ３歳児：聖書のお話に耳を傾ける。伝承遊びなどにも興味を広げ、その楽しさを友

だちや保育者に伝える。霜柱、氷、雪などの冬の自然を感じ触れながら遊ぶ。（保育

者は）つながりを大切にし、新しい遊びや広い視野をもって生活しようとする姿を

伝える。 

☆ ４～５歳児：友だちや保育者と平安や喜びを共有し安心して過ごす。一人ひとりが

遊びの中で創造すること、試行錯誤することを深める。伝え合う中で、一人ではで

きないことや思いつかないことに出会い、遊びや生活を広げる。（保育者は）より主

体的に、よりつながって生きられるような環境や遊びやきっかけを考える。 


